
２０２２・4

柏の景気情報

柏　商　工　会　議　所

The kashiwa Chamber Of Commerce and Industry

　　　　　　　　　Ｅ－ｍａｉｌ ：　info@kashiwa-cci.or.jp

（本件担当）　柏商工会議所 中小企業相談所 振興課

〒277-0011   千葉県柏市東上町７－１８

Ｔ Ｅ Ｌ　：　０４－７１６２－３３０５

Ｆ Ａ Ｘ　：　０４－７１６２－３３２３

　  Ｕ Ｒ Ｌ　：　http://www.kashiwa-cci.or.jp

令和４（２０２２）年４月の調査結果



４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)
は、▲１４．５（前月水準▲２８．５)となり、マイナス

幅が１４．０ポイント縮小した。  
 ４月はすべての業種でＤＩ値が改善。特にプラスの値

まで改善したサービス業及び小売業からは、コロナによ

る制限がなくなり外出増加についてコメントが寄せられ

た。また、製造業では受注は好転しつつあるが、各種コ

ストの増加が著しく、価格転嫁が追い付かない様子。 
先行きＤＩは▲１７．２（今月比▲２．７）と悪化を見

込む。収まらないコスト増加、円安の進行など、先行き

警戒感を感じる声は多い。 

「海外工場が稼働し始め、ぽつりぽつり医療品容器の発注がかかってきた」（プラスチック加工）、「重点措置の

解除で売上は増加傾向だが、原材料や光熱費の増加が大きい」（酒類）、「今年の４月は大型物件があり好成績だ

が、来月以降の見通しは不透明。仕入部材の値上がりが収まらず、競合他社の動向も見ながら価格改定のタイミ

ングを見計らっている」（化学工業）、「３、４月はメーカーが紙の１５％値上げを発表。このままでは印刷物の

納入に利益が出ない」（印刷）、「主力製品の売上は昨年より好転しているが、原料・光熱費高騰が収益を圧迫」

（鉄鋼）、「同居家族がコロナに感染し、濃厚接触者として社員が休むケースが出てきた。リモートで対応できる

業務は切り替えたが、製造現場では生産に影響が出ている」（自動車付属品）、「コロナ自粛による士気の低下・

営業活動の制限により引合いが減少」（業務用機械器具）、「円安による海外半導体の高騰は収まる気配なし。ま

た、長納期化はさらに悪化の傾向。受注は好調だが売上減が続く」（電子部品等） 

「円安の影響は深刻。部材、人件費高騰は厳しい」（ソフトウェア業）、「ようやく体験希望から新規入会の動きが

活発になってきた」（学習塾）、「４月も接待や宴会需要は回復せず、平日夜は厳しい状況」（日本料理）、「燃料高騰

が利益を圧迫しているが、運賃に転嫁できない状況が続く」（一般貨物自動車運送）、「コロナ収束の見通しが立た

ない状況が２年半に及び、ｗｉｔｈコロナにおける地域経済の活性化について検討する場を商工会議所が中心に

作ってほしい」（情報処理・提供サービス）、「コロナ制限の緩和と共にイベントが増加し改善している」（室内装

飾）、「テレワークが常態化し、お客様との対応もほぼＺＯＯＭで、市場状況が掴みにくくなった」（経営コンサル） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全産業ＤＩは４か月ぶりに改善。先行きは原材料、輸送、光熱費等高騰の影響強く、悪化の見通し 

調査期間:令和4年4月20日～5月6日 調査対象：柏市内155事業所及び組合にヒアリング、回答数110 

柏の景気情報（令和４年４月の調査結果のポイント） 

「人手不足が変わらず、仕事の進捗に影響が出る。数か月前の３、４倍に高騰している資材もあり、利益を大きく

圧迫している」（とび）、「コロナにより人の動きが鈍化し賃貸住宅の原状回復リフォームに影響。一方、中古物件

リフォームも、売却不動産の高騰で事業化の目途が立たない業者が多く、苦戦している」（リフォーム工事）、「資

材高騰で先行き不透明。受注単価も上がるといいが、入札絡みでは難しい」（管工事業） 

「市内の某観光地で販売している商品が好調」（洋菓子店）、「外出制限がなくなり旅行、お出掛けの意識が強まっ

た結果、衣料は回復傾向。母の日は、「会えないのでプレゼントを贈る」から「会いに行く」にシフトした模様で、

配送のフラワーギフトは苦戦。ネットスーパーも利用減」（大型小売店）、「産業資材全体の需要が高まり、供給不

足のところへ原材料・加工費全般の値上げはマイナス要因。ただし、前年、前々年度はもちろん、コロナ前よりも

本年度の売上は大幅に伸びつつあり、生産の引き締めが行われていない事を好材料と捉えている。ただ、小規模な

景気後退に備えて内部留保を高める努力と、新規事業の商品開発、新規販売先の確保に努めている」（繊維卸売）、

「売上は増加しているが、コロナで３、４月は欠勤が多く従業員が不足。ウクライナ問題での価格上昇や、上海ロ

ックダウンの影響が意外と大きく、原材料が入らない。６月以降の見通しはかなり厳しそう。円安は業界的には追

い風である」（産業機械販売）、「サーモンなどフード原材料の価格高騰が続いている。コロナが落ち着いてきつつ

あるが、景況感の好転の実感はない。ゴールデンウィークもさほど客足は伸びなかった」（ペット用品小売） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１４．５に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲２５．７で柏の方がマイナス幅が１１．２ポイント小

さい。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、建設業、卸小売業、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方

が悪い業種は、製造業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.5 ▲ 16.0 ▲ 18.5 ▲ 29.4  12.5

▲ 25.7 ▲ 27.0 ▲ 17.0 ▲ 39.5 ▲ 21.1

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 7.2 ▲ 16.0 ▲ 3.7 ▲ 11.7  4.1

▲ 12.1 ▲ 21.6 ▲ 1.4 ▲ 23.6 ▲ 9.1

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.5 ▲ 20.0 ▲ 29.6 ▲ 17.6  12.5

▲ 29.6 ▲ 32.4 ▲ 27.7 ▲ 34.3 ▲ 29.1

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 68.1 ▲ 60.0 ▲ 88.8 ▲ 70.5 ▲ 50.0

▲ 71.3 ▲ 80.8 ▲ 79.6 ▲ 63.8 ▲ 62.1

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 16.3  4.0  18.5  17.6  25.0

16.0 27.0 10.9 11.8 18.3

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 12.7 ▲ 16.0 ▲ 3.7 ▲ 26.4 ±0.0

▲ 17.1 ▲ 9.0 ▲ 14.1 ▲ 21.7 ▲ 22.5
CCI―LOBO
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今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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景気天気図



  

 3 調査期間：2022年4月13日～19日 
 
調査対象：全国の332商工会議所が2,588企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（４月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１１月 ▲ 21.1 ▲ 18.2 ▲ 13.7 ▲ 20.8 ▲ 35.2 ▲ 18.9 

１２月 ▲ 15.8 ▲ 16.3 ▲  9.3 ▲ 11.6 ▲ 30.0 ▲ 12.5 

１月 ▲ 18.2 ▲ 21.5 ▲  6.9 ▲ 18.1 ▲ 26.7 ▲ 20.4 

２月 ▲ 33.9 ▲ 22.9 ▲ 21.1 ▲ 38.2 ▲ 43.8 ▲ 43.2 

３月 ▲ 32.7 ▲ 23.6 ▲ 25.0 ▲ 33.3 ▲ 40.9 ▲ 39.0 

４月 ▲ 25.7 ▲ 27.0 ▲ 17.0 ▲ 28.3 ▲ 39.5 ▲ 21.1 

見通し ▲ 28.0 ▲ 26.1 ▲ 26.3 ▲ 29.5 ▲ 38.1 ▲ 22.1 

 



〇

〇

令和３年 令和４年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全産業 ▲ 19.5 ▲ 10.1 ▲ 15.9 ▲ 19.1 ▲ 28.5 ▲ 14.5 ▲ 17.2 ( ▲ 15.1 )

建  設 ▲ 23.5 ▲ 18.7 ▲ 19.0 ▲ 40.0 ▲ 19.0 ▲ 16.0 ▲ 20.0 ( ▲ 14.2 )

製  造 ▲ 12.5 ▲ 8.6 △ 6.6 ±0.0 ▲ 36.0 ▲ 18.5 ▲ 25.9 ( ▲ 32.0 )

卸・小売 ▲ 25.0 ▲ 15.3 ▲ 16.2 ▲ 41.6 ▲ 40.5 ▲ 29.4 ▲ 35.2 ( ▲ 29.7 )

サービ ス ▲ 15.3 △ 7.1 ▲ 29.5 △ 2.9 ▲ 13.7 △ 12.5 △ 20.8 ( △ 17.2 )

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１７．２（前月水準

▲１５．１）となり、マイナス幅が２．１ポイント拡大する見通しである。

令和４年（２０２２年）４月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

先行き見通し

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．５（前月水準▲２８．５)

となり、マイナス幅が１４．０ポイント縮小した。

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月

ＤＩ値

月別

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

16%

53%

31%
21%

71%

8%
15%

41%

44%

19%

44%

37%

12%

60%

28%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和３年 令和４年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全産業 ▲ 24.3 ▲ 8.8 ▲ 0.7 ▲ 10.4 ▲ 10.7 ▲ 7.2 ▲ 7.2 ( ▲ 7.1 )

建  設 ▲ 29.4 ▲ 6.2 ▲ 4.7 ▲ 30.0 ▲ 14.2 ▲ 16.0 ▲ 4.0 ( ▲ 9.5 )

製  造 ▲ 8.3 ▲ 13.0 △ 16.6 △ 4.0 ▲ 16.0 ▲ 3.7 ▲ 14.8 ( ▲ 16.0 )

卸・小売 ▲ 32.1 ▲ 15.3 △ 2.7 ▲ 22.2 ▲ 2.7 ▲ 11.7 ▲ 29.4 ( ▲ 13.5 )

サービ ス ▲ 30.7 △ 7.1 ▲ 13.6 △ 2.9 ▲ 13.7 △ 4.1 △ 29.1 ( △ 10.3 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．２（前月水準▲

７．１）となり、マイナス幅が０．１ポイント拡大する見通しである。

○

【売上について】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７．２（前月水準▲１０．７）

となり、マイナス幅が３．５ポイント縮小した。

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月

ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

26%

40%

34%
29%

46%

25%
24%

41%

35% 37%

22%

41%

16%

52%

32%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和３年 令和４年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全産業 ▲ 26.8 ▲ 20.2 ▲ 14.3 ▲ 20.8 ▲ 21.4 ▲ 14.5 ▲ 24.5 ( ▲ 19.6 )

建  設 ▲ 29.4 ▲ 25.0 ▲ 19.0 ▲ 30.0 ▲ 28.5 ▲ 20.0 ▲ 16.0 ( ▲ 23.8 )

製  造 ▲ 16.6 ▲ 30.4 ▲ 6.6 ▲ 28.0 ▲ 32.0 ▲ 29.6 ▲ 44.4 ( ▲ 32.0 )

卸・小売 ▲ 39.2 ▲ 19.2 ▲ 16.2 ▲ 36.1 ▲ 21.6 ▲ 17.6 ▲ 41.1 ( ▲ 35.1 )

サービ ス ▲ 15.3 ±0.0 ▲ 15.9 △ 5.8 ▲ 6.8 △ 12.5 △ 12.5 ( △ 13.7 )

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２４．５（前月水準

▲１９．６）であり、マイナス幅が４．９ポイント拡大する見通しである。

○

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．５（前月水準▲２１．

４）となり、マイナス幅が６．９ポイント縮小した。

【採算について】

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

21%

44%

35%

25%

62%

13% 21%

41%

38%

22%

26%

52%

16%

48%

36%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和３年 令和４年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全産業 ▲ 60.9 ▲ 64.5 ▲ 56.0 ▲ 52.1 ▲ 56.2 ▲ 68.1 ▲ 66.3 ( ▲ 58.0 )

建  設 ▲ 52.9 ▲ 50.0 ▲ 52.3 ▲ 50.0 ▲ 47.6 ▲ 60.0 ▲ 68.0 ( ▲ 57.1 )

製  造 ▲ 91.6 ▲ 82.6 ▲ 83.3 ▲ 80.0 ▲ 84.0 ▲ 88.8 ▲ 81.4 ( ▲ 80.0 )

卸・小売 ▲ 50.0 ▲ 69.2 ▲ 67.5 ▲ 55.5 ▲ 54.0 ▲ 70.5 ▲ 73.5 ( ▲ 64.8 )

サービ ス ▲ 38.4 ▲ 42.8 ▲ 29.5 ▲ 29.4 ▲ 41.3 ▲ 50.0 ▲ 37.5 ( ▲ 31.0 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６８．１（前月水準▲５６．

２）となり、マイナス幅が１１．９ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６６．３（前月水準

▲５８．０）となり、マイナス幅が８．３ポイント拡大する見通しである。

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

1%
30%

69%

0%

50%50%

3%

23%

74%

0% 11%

89%

0%

40%

60%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和３年 令和４年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全産業 △ 8.5 △ 16.4 △ 15.9 △ 11.3 △ 13.3 △ 16.3 △ 18.1 ( △ 15.1 )

建  設 △ 17.6 △ 31.2 △ 33.3 △ 15.0 △ 14.2 △ 4.0 △ 20.0 ( △ 19.0 )

製  造 △ 4.1 △ 8.6 △ 13.3 △ 8.0 △ 16.0 △ 18.5 △ 14.8 ( △ 4.0 )

卸・小売 △ 3.5 △ 7.6 △ 21.6 △ 11.1 △ 10.8 △ 17.6 △ 11.7 ( △ 16.2 )

サービ ス △ 15.3 △ 28.5 △ 4.5 △ 11.7 △ 13.7 △ 25.0 △ 29.1 ( △ 20.6 )

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１６．３（前月水準△１３．

３）となり、プラス幅が３．０ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、△１８．１（前月水準

△１５．１）となり、プラス幅が３．０ポイント拡大する見通しである。

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

25%

67%

8% 34%

58%

8% 23%

71%

6% 22%

74%

4% 20%

64%

16% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和３年 令和４年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全産業 ▲ 15.8 ▲ 11.3 ▲ 9.8 ▲ 18.2 ▲ 14.2 ▲ 12.7 ▲ 17.2 ( ▲ 10.7 )

建  設 ±0.0 ▲ 18.7 ▲ 9.5 ▲ 20.0 ▲ 23.8 ▲ 16.0 ▲ 12.0 ( ▲ 14.2 )

製  造 ▲ 16.6 ▲ 30.4 ▲ 13.3 ▲ 32.0 ▲ 8.0 ▲ 3.7 ▲ 18.5 ( ▲ 20.0 )

卸・小売 ▲ 28.5 ▲ 11.5 ▲ 2.7 ▲ 27.7 ▲ 18.9 ▲ 26.4 ▲ 29.4 ( ▲ 24.3 )

サービ ス ▲ 7.6 △ 28.5 ▲ 13.6 △ 2.9 ▲ 6.8 ±0.0 ▲ 4.1 ( △ 17.2 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．７（前月水準▲１４．

２）となり、マイナス幅が１．５ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１７．２（前月水準

▲１０．７）となり、マイナス幅が６．５ポイント拡大する見通しである。

○

○

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

8%

71%

21%
12%

75%

13%
3%

68%

29%

11%

74%

15%
8%

68%

24%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCIʷLOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

柏▲ 14.5全国▲ 25.7

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 7.2全国▲ 12.1

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業
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卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

増加減少

柏 全国

柏▲ 14.5全国▲ 29.6

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0
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ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 68.1
全国▲ 71.3
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柏 全国

柏 16.3
全国 16.0
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柏 全国
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業種別 概       況 業種

【業種別】業界内トピックス

建設業

製造業



【業種別】業界内トピックス

卸・小売業



【業種別】業界内トピックス

サービス業



附帯調査結果

新型コロナウイルス感染症の影響について

〇新型コロナウイルス感染拡大前と比べた、今月の売上について

8%

8%

32%

20%

28%

4%

【建設業】

6%

16%

36%
19%

15%

8%

深刻なマイナスの影響が続いている（感染拡大

前と比べ、売上が５０％超減少）
大きなマイナス影響が続いている（感染拡大前

と比べ、売上が３０％程度減少）
ある程度のマイナスの影響が続いている（感染

拡大前と比べ、売上が１０％程度減少）
現時点で影響はないが、今後マイナスの影響が

出る懸念がある
影響はない

感染拡大前と比べ、売上は増加している

【全産業】

4%

26%

33%

15%

7%

15%

【製造業】

6%

20%

47%

12%

9%
6%

【卸・小売業】

8%

8%

32%

20%

28%

4%

【サービス業】



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調

調査要領
調 査 期 間

柏市内１５５事業所及び組合にヒアリング

令和４年４月２０日 ～ 令和４年５月６日

調 査 対 象 

77.3%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） ʷ （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

34 24 70.6%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

44

建   設 25
27
34

製   造
卸  ・  小売

       ＜業種別回収状況＞

40
67.6%
67.5%

回答数
71.0%
回収率調査産業 調査対象数

155
37

110全 産 業


